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南海トラフ巨大地震の想定震源域で、海底の詳細な動きを初めて捉えました 

～海底地殻変動観測の最新成果～ 

 

海上保安庁は、海溝型巨大地震の想定震源域において、プレート境界の固着状態を把

握するため、海底の動きを長期にわたって観測しています。特に、南海トラフ付近では東

北地方太平洋沖地震後、観測体制を強化するため観測点を増設し、静岡県沖から宮崎

県沖にかけての15か所で観測を実施してきました。 

 

今回、平成27年6月までの約4年間に蓄積した観測データを解析した結果、南海トラフ巨

大地震の想定震源域における、東北地方太平洋沖地震後の海底の移動速度（概ね北西

方向に最大で約6cm/年）を捉えることに初めて成功しました（付図参照）。 

 

今回の解析で得られた海底の移動速度は場所によって異なっており、陸域で得られて

いる結果（国土地理院による観測）よりも大きな移動速度を示している場所もあります。 

移動速度の違いは、プレート境界の固着状態が場所によって異なることの証拠であると

考えられます。 

 

なお、今回の調査結果は、8月21日に開催される地震予知連絡会で報告され、将来発

生が懸念される南海トラフ巨大地震の長期評価に役立てられるとともに、地震被害の軽

減に資することが期待されます。 

 

本観測は、地震調査研究推進本部や地震予知連絡会に携わる専門家から高い評価

を受けており、さらなる観測精度の向上や観測網の展開が求められています。 

海上保安庁は、今後も観測体制の充実・強化に努め、海底の動きを監視していきます。 

 

海上保安庁では、巨大地震の発生が懸念される南海トラフにおいて、海底の動き

を長期にわたり観測しています。 

最新の解析結果から、南海トラフの海底の詳細な動きを初めて捉えました。 
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